
※テーマ等は変更となる場合がございます 

シンポジウム～河川等における生態系保全に向けて 
開催日時：平成２１年１１月１７日（火） １３：３０～（１３：００より受付） 

主催：社団法人産業と環境の会 

・参加費無料（事前申込が必要です） 

・申込締切  １１月４日（水）１２：００ 

 
後援：（申請中）環境省 

協賛：（予定）㈱ＩＨＩ、旭化成㈱、旭硝子㈱、味の素㈱、宇部興産㈱、王子製紙㈱、大阪ガス㈱、鹿島石油㈱、㈱カネカ、関西電力㈱、関西ペイント㈱、九州電力㈱、 

   協和発酵キリン㈱、㈱クレハ、㈱神戸製鋼所、ＪＦＥスチール㈱、四国電力㈱、昭和シェル石油㈱、昭和電工㈱、新日鉱ホールディングス㈱、新日本製鐵㈱、 

   新日本石油㈱、住友化学㈱、住友金属工業㈱、積水化学工業㈱、第一三共㈱、大日本印刷㈱、武田薬品工業㈱、中国電力㈱、中部電力㈱、電源開発㈱、東京ガス㈱、 

   東京電力㈱、㈱東芝、東ソー㈱、東燃化学㈱、東燃ゼネラル石油㈱、東邦ガス㈱、東北電力㈱、ＤＯＷＡホールディングス、㈱トクヤマ、トヨタ自動車㈱、 

   日産自動車㈱、日新製鋼㈱、日本化薬㈱、日本製紙㈱、日本電気㈱、日本ペイント㈱、パナソニック㈱、㈱日立製作所、富士フイルム㈱、富士通㈱、北陸電力㈱、 

   北海道電力㈱、本田技研工業㈱、三井化学㈱、三井金属鉱業㈱、三菱化学㈱、三菱自動車工業㈱、三菱重工業㈱、三菱製紙㈱、横浜ゴム㈱（社名五十音順） 

※このシンポジウムは平成21年度河川整備基金の助成を受けて開催します。 

13:30～13:35 開  会 山本貞一 社団法人産業と環境の会会長 

13:35～14:25 基調講演 松尾友矩 東洋大学学長 

     「水資源の持続可能な利用に向けて」 

14:25～14:55 講  演 伊藤哲夫 環境省水環境担当審議官 

     「今後の水環境保全施策」 

14:55～15:00 休  憩 

15:00～15:30 講  演 小林幸文 神奈川県環境農政部大気水質課課長代理 

     「神奈川県における取組」 

15:30～16:00 講  演 谷口雅保 積水化学工業株式会社 

          ＣＳＲ部環境経営グループ長 

     「積水化学工業における取組」 

16:00～16:30 講  演 工藤慎一 パナソニック株式会社 

          ＥＳリサーチセンター所長 

     「パナソニックにおける取組」 

16:30～16:35 休  憩 

16:35～17:30 パネルディスカッション 

 「河川等における生態系保全に向けた取組と連携」 

17:30 閉  会 浅賀健一 社団法人産業と環境の会専務理事 

河川整備基金とは 

  河川整備基金は、河川整備を民間の協力を得て緊急に推進するため、政府の協力（閣議了解）に基づき昭和６３年度に設立され、国民各層・企業・全国の地方募金委員会等が資金を  

 拠出（寄付）して造成されているものです。この基金の運用益（利息）から、安全で良好な“河川環境”を目指してよりよい“川づくり”に役立つ様々な活動に対して支援を行うこと 

 によりわが国の河川整備の効率的な推進に寄与することを目的としています。河川整備基金では、これらの目的のために河川・ダム・砂防・海岸等に関する調査・試験・研究、環境整 

 備対策、国民的啓発運動の様々な活動に対して助成を行っています。  

 河川等の公共用水域は、多様な生物の生息・生育空間ですが、土地開発や産業活動による影響が懸

念されたこと等から、負荷低減のための排水対策や生態系への影響を配慮した各種取組が講じられて

います。 

 しかしながら、平成１９年度の全国水生生物調査における同じ調査地点での前年度との比較では、

改善地点が１０％であったのに対し、悪化が１４％という結果でした。また、ＩＰＣＣ第４次評価報

告書において、気候変動によって、水温の変化による水質悪化、あるいは生態系への影響等があると

していることから、河川等の水環境の保全のため、事業者・地域・行政といった関係各主体が一体と

なったさらなる取組が求められています。 

 そのため、産官学等の各主体の取組を踏まえ、今後の河川等における生態系保全を目的に、情報発

信や関係各主体の連携促進等をテーマにシンポジウムを開催します。 



①勤務先等 

 

 
②氏名                  ③部署、役職等 

 

 
④電話番号                 ⑤参加証等送付先（メールアドレス  または FAX番号） 
 

（   ）    ー  

シンポジウム～河川等における生態系保全に向けて 

会場案内図／参加申込書 

＊申込締切日  平成21年11月4日（水）12:00 
＊お申し込み頂いた方には、申込締切後1週間を目安に参加可否についてご連絡 
 します（申込者多数の場合は抽選とさせて頂きます）。 

＊メールまたはホームページからもお申し込みできます。メールの場合は、タイトル 

 を「11/17河川シンポ参加申込」として、①勤務先等、②氏名、③部署、役職等、 
 ④電話番号、⑤参加証等送付先（メールアドレスまたはFAX番号）をご記入のうえ、 
 kasen-091117@sound.ocn.ne.jpまでお送り下さい。ホームページの場合は 
 http://www.sankankai.com/からお申し込み下さい。 

◆ホームページ 
 http://www.sankankai.com/ 
◆問い合わせ先 

 河川シンポジウム事務局 

 電話：03-3580-2141 
  e-mail：kasen-091117@sound.ocn.ne.jp 

会場ご案内図  東京国際フォーラムホールD5（住所：東京都千代田区丸の内3-5-1／電話：03-5221-9000） 

■最寄り駅（車での来場は控え、公共交通機関をご利用下さい）  

JR 

  有楽町駅より徒歩1分  

 東京駅より徒歩5分 (京葉線東京駅とB1F地下コンコースにて連絡)  

東京メトロ 

    有楽町線 : 有楽町駅とB1F地下コンコースにて連絡  

日比谷線 : 銀座駅より徒歩5分/日比谷駅より徒歩5分  

千代田線 : 二重橋前駅より徒歩5分/日比谷駅より徒歩7分  

丸ノ内線 : 銀座駅より徒歩5分  

参加申込書 社団法人 産業と環境の会 河川シンポジウム事務局宛  ＦＡＸ：０３－３５８０－２１７４ 


